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日本人以外の方は約160名 、そ して全体の参加 された方が約600名 。そしてそれが66の セ ッション
に分かれて討議が行われました。
























行 」 で あ る。 だ か らみ ん な が易 し く、易 行 で 大 事 な こ とが で き る とい う意 味 で こ うい う型 とい う
こ とが で て きた の だ とい う こ と をい わ れ ま して、 私 非 常 にお も しろ く思 い ま した 。
と こ ろが 、 そ れ か らが お も しろ い の で 、易 行 をや る と易 行 で す か ら、 誰 で も茶 の 湯 を覚 え た ら
全 部 で き る。生 け花 で も、 生 け方 を教 え て も ら うと誰 で もで きる。 これ は人 間 全 部 平等 で 同 じな
の だ とい う こ とで話 が 終 わ るの か と思 って い ます と、急 に話 が 変 わ っ て きま して 、 そ れ で も粋 と
野暮 と い う こ とが あ る。 同 じよ う にや って い て も、粋 な 人 と野 暮 な 人が い る。 この 粋 な 人 と野 暮
な人 は なか なか マ ニ ュア ル に書 け ない 。
熊 倉 先 生 は、 ご 自分 の体 験 か 何 か 知 りませ ん が 、男 女 の 関係 の こ とを お っ しゃ い ま して 、 男 女
の座 り方 で も、 粋 な座 り方 と野 暮 な座 り方 が あ る と。 あ ま り遠 い の も野暮 だ け れ ど も、 あ ま り近
い の も また野 暮 に な る。 ち ょ う どい い座 り方 が あ って 、 これ はや は り夏 と冬 と、朝 と夜 と違 う そ
うで す 。
私 あ ま りは っ き り知 りませ ん が 、粋 な位 置 とい うの が あ る と。 この 粋 な 位 置 とい うの は 、冬 は
5メ ー トル とか 、夏 は12メ ー トル とか決 まって い ない 。 だか らそ の 時 の 空 気 そ の他 です っ と粋 に
い く人 と、 野暮 な 人が い る とい う話 を され ま して、 こ れ は計 量 不 能 な世 界 とい う こ と をい わ れ ま
した 。 つ ま りマ ニ ュ ア ルが 通 じない 世界 な の です ね。 そ うす る とこ こ はそ の 人 の 個性 とい う こ と
が す ご く関係 す る の で は ない か と思 い ます 。初 め の誰 で もで きる とい う話 か ら、 す っ と こ こで 変
わ る わ けで す ね 。
そ れ を私 聞 い て お り ま して、 す ぐに思 い ま した の は 、初 め の誰 で もで きる とい う点 、 全 部 平 等
だ とい う点 を強 調 します と、私 は心 理 学 をや って お ります の で 、外 国 の方 と話 し合 い します と、
す ぐ 日本 人 の 心 の 問 題 に な って くる の で す が 、 よ くい わ れ る の は 、 「日本 人 は個 性 が な い 。 み ん
な 同 じこ とをい う」 と。集 団主 義 な ん てい う言 い 方 も され た り します が 、今 の こ の熊 倉 先 生 の 話
を聞 い て お ります と、個 性 とい う時 に、 われ わ れ 注 意 しな くて は な らな い の は 、英 語 で い い ます
と個 性 はindividualityで す が 、individualityと い う言 葉 を使 う限 り、 こ れ は知 らず 知 らず の う
ち に、 西 洋 の近 代 に起 こ っ て きた 個 人 主 義 、individualismと い う こ と をふ まえ て 、 個 性 とい う
こ とが考 え られて い るの だ と思 い ます 。 そ して た しか に そ う い う考 え方 で くれ ば 、 日本 人 に は個
性 が な い と い う 言 い 方 が で き る か も し れ ま せ ん が 、 私 は こ の 頃 英 語 で 話 を す る 時 に は
individualityと い う言 葉 は使 わ な くて 、 人 間 は そ れ ぞ れ 違 うの だ か らeachnessと い う言 葉 を
使 っ た ら ど う か と考 え て い ます 。 個 性 をindividualityと い う と、 皆 さんindividualismに 基 づ
い た こ と ば か り考 え ら れ ま す の で 、 個 人 主 義 に 基 づ か な い 個 性 とい う こ と を考 え る 時 に 、
eachnessと い う こ と をい っ た ら ど うか と。 そ うい うふ う に い い ます と、 この 熊 倉 先 生 の話 は、
た しか に 初 め は誰 で もで きる と始 ま って い る の だ け れ ど も、 こ こ は た しか にindividualityが な
い よ うだ けれ ど も、その 最 後 の と ころ で ぽ っ と個 性 が 入 って い る 。これ はや は りeachnessが 入 っ
て くる とい う話 と して 、私 は受 け止 め た わ けで す 。
こ うい う こ と をなぜ 申 し ます か とい う と、 ど う もパ ネル で い ろ い ろ あ りま した議 論 な んか を聞
い て い ます と、この 日本 人 の個 性 とか 、平等 性 とか 、型 とか、そ うい う こ とが い ろ い ろ 問題 に な っ
て きた よ うで した の で 、 ち ょっ と私 自身 の 考 え を 申 しあ げ た わ けで す 。
そ れか ら、 私 は こ こで総 括 とい うこ とを しな けれ ば な りませ んの で 、 実 は い ろ い ろ な方 に感 想









なたもそんなことを考えてお られましたかとか、また全く違 った情報が入ってきた りしまして、
バスの送迎の間に話 したことがすごくよかったといっておられました。私はそのバスが日文研で
なくて嵐山へでも行けばもっとよかったのではないかと思った りしましたが…。そういう偶発的




ろなことに対する関心 をもった人が増えて きているのだけれども、そういう日本に対する関心 を
もっている人は、あまり日本語を話されない。今回は、日本語を話される方が非常に多かった。
これはタクシーに乗るたびに、 タクシーの運転手さんが感心 して教えてくれました。「みんな日
本語がお上手ですね」 とか、中にはタクシーの運転手さんにいろいろsurveyを された方 もあっ
たようで 「嫁 と姑の関係はいかがですかと聞かれました」 とか(笑)、 おそらく文化人類学者の方
じゃないかと思いますが…そういうのもされたそうですが、日本語が非常によくおできになると。














































もう一つ感 じたのは、せ っか く世界中からこのように非常に刺激のある意見をもった学者 さん
たちが一堂に会しているのに、割合に日本国内か ら、大学関係の方、あるいは大学院生とか、そ
うい う人たちが、もっと耳を傾けに来てもよかったのではないかなあと思っています。せっか く











すので。凝 り固まった方はいくらオープンにしても固まっておられるような感 じを(笑)受 ける
のですが、そういう点 もこれから考えてみたいと思います。




















































が重なっていた りして、大変残念な思いがいたしました。ただ1週 間という長い期間をとって く
ださって、66の セ ッション、それから一つのセクションがい くつもに分けていらっしゃり、プロ





なったのですが、たしかに1度 に2つ も3つ も部屋に行けませんので、このことは今後も考えた
いと思います。私なんか1度 に3つ も4つ も行きたいところがあって、心ばっか り急いて、体は
眠ってしまった り(笑)し てお りましたが、あまりそういうことのないように、これから考えた
いとおります。他にございませんか。
● 北京大学のものです。賈惹萱 と申します。今、 日文研の客員研究員をしています。ただ今
たくさんの先生が感想をおっしゃいました。私は一つだけ感謝の気持ちで提案をいたします。今
さっきの先生がおっしゃったことは、私はいろいろな分科会に参加 したいですが、分身法があり





です。ですから将来このような資料 を出版する場合は、英語 と日本語両方を出版 して くだされば
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助かると思います。どうもありが とうございました。






に、英語を日本語に全部すればいいので しょうが、必ず 「や ります」 というような元気はあ りま
せんが、ご意見はどうもありが とうございました。








かるという意味で、今後例えば、深層心理の面 を入れてい くと同時に、 日本の精神的土壌で生ま
れた、非常にユニークな精神療法、例えば内観療法ですね。内観療法の方にやはり参加 していた
だくということも、これからは非常に世界にとって日本に貢献 しうる方法だと考えております。
河合 どうもありが とうございました。深層心理のほうもがんばれということですので、私 も
忘れないようにしたいと思ってお ります。















カスがあ りませ ん。 日本研 究、非常 に広 くて、 フォーカスがな くて、例 えば 日本研究、
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が、何か海外へわれわれが行って、それこそご相談に応 じた り、日文研 とのつなぎをしたりする
というのも、今後の課題 として非常に大事なことをいって くださったと思います。何とかわれわ
れもそれが実現できるように努力 したいと思ってお ります。あ りがとうございました。
宿舎は、まだ全部ではありませんが、だいぶで きて きつつあ りますので、それももう少 しご要
望にこたえられるのではないかと思います。










非常にいいとしても、5年 か6年 たちます と、なかなか教鞭職というのがない。助教授職 と、大
学に残ることができないというのは、これはオランダだけの問題ではないと思います。
どうしても予算削減ということが、合理化が進んでいるということで、 トレーニングは非常に
いいと。より多 くの人々に トレーニングを与えると。生涯、学会で生きていけるような道を、 ト
レーニングを受けた若手の研究者に与えるべ きだと思います。
三番 目の点 というのは、実はプログラムの分析に時間をかけてみたいと思います。い くつもテー

















たのに、今回非常に興味をもちました。したがいまして、日本の伝統、 日本に深 く根 ざしていな
いもののほうが、かえって外人にはとっつきやすいものもあるかもしれません。
また他の方 もおっしゃいましたように、今回はとにか くすばらしい会議でございました。 とに
か く卓越 した組織であり、今後 もこれが続 くことを真に期待 しております。
河合 私は全部理解 したとはとうてい思えませんが、どうも最後のあたりは褒iめてもらったら









そしてこの事前の調査 と事後の調査を同 じ人たちで比較 したならば、よりよいフィードバ ック
ができると思うのです。どの程度までこの種のセミナーが、本当に達成することができたのか。
またどういったことを、私たちは将来 しなければいけないのか。よりよくやっていくためには、
成功をおさめるためには、何がで きるかというフィー ドバ ックになると思います。
● オランダのライデン大学のヤ ン・ファン・ブレーメンです。また私 も他の人と同じように
賞賛に入る前に、一つ将来の会議に向けて提案 したいと思います。ぜひこのようにしていただき
たいと思っていることがあ ります。会議疲れという言葉があ りますよね。3日 ぐらいたちますと
そういった会議疲れがあるわけです。ですから組織委員会の方にお願いしたいのは、こういった
サイズで、 しかもこれだけの日程の会議です と、エ クスカーションはちょうど真ん中の日に持 っ
てきたほうがいいです。最後にもってくるよりも。真ん中にもって くるのがいいと思います。
これが改善のための唯一のア ドバイスであ りまして、またこの会議の主催者に対 しまして、ま












河合 その通 りできるかどうかはわか りませんが、どうもあ りがとうございました。






からの参加者に対 して中心に申しあげるのですが、われわれ外国で日本研究 をする人たちの大 き
な、世界的な組織 をする必要があるのではないかと思いまして、その案を申しあげたいわけです。
日文研のような立派な組織がありまして、今回のような立派な国際会議 をしたのですから、わ


















ちも含めて、大 きな組織を作ってい く必要があると思 うのです。そういった人たち、ラテンアメ
リカとか、中近東の日本学者の考え方もおおいにわれわれは聞いてい く必要があると思 うのです。
しかしそういう組織をどのように作ったらいいかということは、私はここで口頭で申しあげて



















加 してくださいました。日本国内か らは400人 ぐらいが参加 してくださいまして、両方合わせ ま





























います。小松左京をよんで、日本の未来を論 じても今 さらなんてことはないわけであ りまして。
ここに集 まったヤンガー ・ジェネレーションの学者たちの研究の充実 と、水準の高さ、それを感








の月は輝 く続けました。日文研が最 も美 しくなった夜であったと思います。本当に感銘深い一夜




河合 あ りがとうございました。別府先生、具体的なことをおっしゃったのですが、 どんなこ
とでしょうか。
● ちょっと大事なことをいい忘れたのですが、私の提案に関心のある方、賛成はしなくて も
いいから関心がある方は、外の入口のところに箱を置いておきましたので、そこに名刺で も入れ
ておいて ください。ないしは、名刺をお持ちでない方で したら、名前等を書いておいてください。
河合 それでは今急のお話ですが、別府先生のお考えに賛成というよりは、関心があるという
方は、お名前なり、名刺なりを、箱に入れていただいて、後また考えていただ くということにし
ましょうか。
それではもう時間が過ぎてしまいまして、私がまとめをいうはずで したが、芳賀先生は深層心
理学者になられたかどうか知 りませんが、私のいうべ きことを全部おっしゃいましたので、私は
もうこれ以上いわずに、皆さんのご協力を感謝 してこれで終わりたいと思います。どうもありが
とうございました。
(閉 会)
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